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研究成果の概要（和文）：「社会関係資本の機能と創出」に関して主要な成果を概略的に記す。 

1. 社会関係資本の尺度として従来、General Social Survey (GSS)のネットワークに関す

る項目が使用されていたが、この尺度が人々の信頼・協力行動を予測しうるとは言え

ない。われわれは、ある社会の社会関係資本の水準を測るには、上記のようなデモグ

ラフィックデータだけではなく、実際の行動実験における信頼・協力行動のデータを

とり、その二つの関係をしなくてはならないことを示した。例えば、中国の経済発展

状況が異なる様々な都市で、公共財実験・信頼ゲーム実験などを行った結果、被験者の信

頼・協調が性別や年齢だけではなく、協力行動の有無、リスクや公平に対する選好、他人

への期待に影響されることがわかった。 

2. 信頼に基づく人間の協力行動の生化学的な基礎としてミクログリアが重要あることが
示唆された。実験において被験者に脳内免疫細胞であるミクログリアの活性を抑える
ミノサイクリンという抗生物質を投与し，他者への信頼が重要となる経済取引実験を
行ってもらい，偽薬群と比較したところ，実薬投与群は他者の信頼性判断により敏感
になることがわかった。特に、ミクログリアの活性は盲目的な信頼を抑制し、きちん
とした判断に基づいた信頼。居力高校を促進する可能性があることが示唆された。 

3. 囚人のジレンマ・鹿狩りゲームはそれぞれ、協力・協調の失敗を引き起こす状況とし

て広く知られている。われわれは、これらのゲームを繰り返し行う状況下で協力・協

調を導くと期待できる三つの仕組み（device）、すなわち、①協力・協調の難易度の段

階的変化、②変化の内生性、③目標値の調整、について理論・実験により考察した。

その結果、この仕組みが一種の社会関係資本として機能し、人々の協調・協力を促す

ことが確認された。これらの仕組みは、匿名性の高い現代社会において解決が難しい

ジレンマ、また、権力の干渉の余地の小さい国家間の問題や個人裁量の範囲内の問題

にも適用可能と考えられ、それゆえ外的妥当性が高く、応用範囲も広いと考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

1. Social capital measurements primarily include behavioral and attitudinal survey 
questionnaires, like General Social Survey (GSS). However the relationship 
between trust attitudes measured in surveys and trust behavior measured in 
experiments is not clear. Our research states that to measure social capital it is 
very important to take into account seriously that relation provided that trust 
have a positive correlation with voluntary cooperation, risk preferences and 
opinions of others' trusting behavior, all of which are indispensable to economic 
prosperity.  

2. Although definitions of social capital vary, the general consensus is that its main 
components include cooperation, trust, trustworthiness and risk preference. Our 
research shows that trusting behavior in male participants significantly increased 
in relation to the perceived attractiveness of the female partner, but that 
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attractiveness did not impact trusting behavior in the minocycline group. Animal 
studies have shown that minocycline inhibits microglial activities. Therefore, this 
minocycline effect may shed new light on the unknown roles microglia play in 
human mental activities. 

3. We examine three tools that can enhance coordination success in a repeated 
multiple choice stag hunt game, namely gradualism, endogeneity, and 
modification. Gradualism means that the game starts as an easy coordination 
problem and moves gradually to a more difficult but profitable one. Endogeneity 
implies that a gradual increase in the upper limit of coordination occurs only if 
coordination with the Pareto superior equilibrium in a stage game is attained. 
Modification requires that in the case of coordination failure, the level of the next 
coordination game should be adjusted to an easier one at which participants have 
successfully coordinated in previous periods. Based on experimental results 
generated in a laboratory setting, we find that a mechanism that combines these 
three tools, termed herein the GEM mechanism, is beneficial not only to achieve 
coordination success but also to enhance cooperative behavior in a social dilemma. 
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１．研究開始当初の背景 

社会関係資本の重要性を強調する理論的
研究・事例研究は、社会関係資本論や社会
的ネットワーク理論の枠組みの中で、1980
年代から数多く発表されるようになってき
た（著作だけに限っても、Putnam2000、
Lin2001、 安田 1997、 金光 2003 などが
あり、Putnam の原著は 2006 年に、Lin
の原著は 2008 年に邦訳されている）。しか
しながら、社会関係資本が実際にどのよう
な状態で生成し、維持され、具体的に社会
にどのような効果を与えるのかに関する実
証研究はいまだに尐ない(Karlan2005)。例
えば、「信頼」が社会関係資本の主要構成要
素であることに関しては、研究者間の合意
が得られており、その「信頼」にも、エー
ジェントへの信頼（社会経済交換の潜在的
なパートナーとして「協力」を期待できる
かどうかについての信頼）、制度・システム
への信頼（自分たちの代表、あるいは自分
たちをコントロールする制度への信頼）、他
集団への信頼（自集団とは異なる集団に対
して、潜在的な協力者とみなすか、脅威者

とみなすか）などが存在することも知られ
ている。しかしながら、これらの「信頼」
の生成・維持のメカニズムに関する実験研
究は未だに尐ない。 
 

２．研究の目的 

1 で述べたような状況をかんがみ、本研究
の目的は、どのような制度が社会関係資本
として機能しうるのか、社会関係資本がど
のように社会的ジレンマを解決し全体の効
率性を高めるのか、社会関係資本をどのよ
うに測定するのか、これらの問題に対して
実験的手法を用いて答えることにある． 
 

３．研究の方法 

研究の手法としては、経済学・心理学・生
理科学の協働の下に、研究目的に応じて、実
験室実験、フィールド実験、WEB 実験、生化
学・f-MRI実験を実行した。具体的に社会関
係資本をインプリメントする際の理論モデ
ルとしては、標準的なカニズムデザイン論を
基礎に適宜「合理性」の仮定を緩めた手法で
モデル構築を行った。 



 

 

 
４．研究成果 

平成 19 年度（領域発足時）には、社会関
係資本をテーマとした 2回のワークショップ
開催し、最先端の研究を把握するとともに、
それらの意義、重要性、問題点を探り、検討
した。これらを共通の知識とし、平成 20～24
年度にかけて、①社会関係資本と環境意識に
関する調査と実験、②公共財供給における社
会関係資本の形成に関する実験、③社会関係
資本の集団拘束性に関する実験、④規範的感
情と社会関係資本形成に関する実験を行っ
た。特に、平成 21 年度以降はこれら 4 つの
実験研究を、国際比較、ニューロサイエンス
を視野に入れつつ実行した。 

上記４つの実験研究においては、以下のよ
うな分析が進められ、興味深い知見が得られ
ている。①に関しては、社会関係資本と協力
行動に関するラボ実験とフィールド実験を
日中において実施した。実験結果から、社会
関係資本を測る信頼行為はいろいろな要因
（例えば協力行動の有無、リスクや公平に対
する選好、他人への期待など）に影響され、
また被験者の年齢と強い負の相関があるこ
とが分かった。加えて、経済発展状況が異な
る上海・成都・寧夏・香港で公共財実験・信
頼ゲーム実験などを行い、経済発展のレベル
が被験者の信頼や協調行動に与える影響を
検証した。主な結果として、まず、経済発展
のレベルと協調行動の間に U 字型の関係を
発見した。次に、レベルが高い信頼行動は高
協力行為と強い相関があることが分かった。
最後に、中国の被験者において、女性と比べ
て男性のほうは信頼や協調の度合いが高い
ことも分かった。②に関しては、公共財供給
や社会的ジレンマ問題に関連した研究とし
て、メカニズム・デザインの参加問題を吟味
した。これまで殆ど分析されてこなかった社
会構成員が自発的に制度への参加を決定で
きるケースをとりあげ、社会構成員全員が参
加する制度を設計することが不可能である
ことを、一般的な環境で示した。また、ジレ
ンマ解決に貢献する社会関係資本の重要な
条件として“Gradualism, endogeneity and 

modification”が示唆されることも示した。③
に関しては、ワンショット PD における協力
行動を促す社会関係資本として「分業」を想
定し、ラボ実験を日本で行った。結果として、
「分業」において貢献できなかったプレイヤ
ーは自分より成績の良かったプレイヤーに
対して、ワンショット PD において協力する
傾向のあることがわかった。④に関しては、
他者の信頼性判断に重要となる心理的・制度
的要件の特定のための行動実験、他者信頼時
の神経生理学的基盤とその個人差について
の脳イメージングおよび行動実験を行った。
信頼に関わる脳イメージング実験では，「心

の理論」のタスク遂行時と同じ箇所の賦活
が観察された他，小脳が何らかの役割を果
たしている可能性を発見した．さらに被験
者に脳内免疫細胞であるミクログリアの活
性を抑えるミノサイクリンという抗生物質
を投与し，他者への信頼が重要となる経済
取引実験を行ってもらい，偽薬群と比較し
たところ，実薬投与群は他者の信頼性判断
により敏感になることがわかった。 
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